
そ
の
建
物
か
ら
は
香
燈
な
ど
の
祭
器
、
即
位
式
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
犠

牲
獣
骨
が
出
土
し
、
祭
杷
場
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
構
造
は
正
方
形
の

プ
ラ
ン
を
持
つ
テ
ン
ト
で
、
二

O
世
紀
中
頃
ま
で
残
存
し
て
い
た
「
成
吉
恩

汗
陵
」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
類
似
し
た
構
造
で
あ
っ
た
。
報
告
者
は
そ
の
建

物
を
、
チ
ン
ギ
ス
H

ハ
l
ン
廟
の
最
初
の
姿
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

本
報
告
で
は
チ
ン
ギ
ス
川
ハ

1
ン
廟
の
初
源
形
態
を
賓
謹
的
に
提
示
し
、

そ
こ
で
の
祭
杷
活
動
の
賓
態
に
迫
り
た
い
。
ま
た
、
そ
の
建
物
は
出
土
遺
物

か
ら
一
五
世
紀
中
葉
ま
で
存
績
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
不

明
な
貼
の
多
い
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
漠
北
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

シ

l
ア
祇
聖
地
ア
タ
パ

l
ト
参
詣
を
め
ぐ
る
諸
問
題
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一
九
世
紀
の
イ
ラ
ン
で
は
、
隣
闘
オ
ス
マ
ン
朝
領
イ
ラ
ク
に
位
置
す
る

シ
l
ア
汲
聖
地
ア
タ
パ

l
ト
へ
の
参
詣
が
盛
ん
で
あ
り
、
年
間
数
寓
人
に
も

の
ぼ
る
イ
ラ
ン
人
が
ア
タ
パ

l
ト
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
「
ア
夕
、
ハ

l
ト」

と
は
、
ナ
ジ
ャ
フ
、
カ
ル
パ
ラ
l
、
カ
l
ズ
ィ
マ
イ
ン
、
サ
l
マ
ツ
ラ
l
の

四
箇
所
に
あ
る
六
名
の
シ

1
ア
汲
イ
マ

l
ム
埋
葬
地
の
線
稀
で
あ
る
。
一
ム
ハ

世
紀
に
成
立
し
た
サ
フ
ア
ヴ
ィ

1
朝
期
以
降
の
シ

1
ア
波
数
徒
の
増
加
と
と

も
に
、
イ
ラ
ン
枇
舎
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
シ

l
ア
汲
聖
地
へ
の
参
詣
も

ま
た
、
メ
ッ
カ
巡
種
に
次
ぐ
重
要
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

イ
ラ
ク
の
四
箇
所
の
聖
地
を
巡
る
イ
ラ
ン
人
シ

l
ア
振
数
徒
の
ア
タ
パ
ー

ト
参
詣
の
賓
態
は
、
一
九
世
紀
に
数
多
く
執
筆
さ
れ
た
イ
ラ
ン
人
自
身
に
よ

る
放
行
記
か
ら
明
ら
か
に
し
得
る
が
、
こ
の
種
の
史
料
か
ら
は
、
イ
ラ
ン
人

が
ア
タ
パ

l
ト
を
参
詣
す
る
際
の
様
々
な
問
題
結
も
ま
た
、
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
イ
ラ
ン
人
参
詣
者
に
閲
す
る
問
題
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
シ

l
ア

汲
聖
地
が
ス
ン
ナ
汲
の
オ
ス
マ
ン
靭
領
内
に
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、

オ
ス
マ
ン
靭
側
と
の
摩
擦
や
乳
様
、
あ
る
い
は
爾
者
の
認
識
の
差
異
と
い
う

形
で
生
じ
て
い
る
。

本
報
告
で
は
、
一
九
世
紀
の
ア
タ
バ

l
ト
参
詣
の
賓
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、

ガ
l
ジ
ャ

1
ル
朝
政
府
と
オ
ス
マ
ン
朝
政
府
と
の
聞
で
締
結
さ
れ
た
二
度
の

エ
ル
ズ
ル
ム
係
約
ゃ
、
爾
園
家
聞
の
参
詣
者
問
題
を
扱
っ
た
外
交
文
書
を
通

じ
て
、
首
時
の
ア
タ
パ

l
ト
参
詣
の
諸
問
題
を
検
討
し
、
イ
ラ
ン
人
に
と
っ

て
の
ア
タ
パ

l
ト
参
詣
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

東
部
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ハ
ラ
ジ
ユ
の
王
園

- 99一

稲

+莱

穣

七
世
紀
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
、
カ
ー
ブ
ル
と
ザ
l
プ
リ
ス

タ
ー
ン
の
地
に
成
立
し
た
テ
ユ
ル
ク
系
の
二
つ
の
王
園
に
つ
い
て
は
、
従
来

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
集
固
に
起
源
を
持
つ
の
か
が
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
一
九
九

0
年
代
に
入
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
か
ら
大
量
の
パ

ク
ト
リ
ア
語
文
書
が
愛
見
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

古
代
史
に
新
た
な
光
が
あ
た
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
こ
の
テ
ユ
ル
ク
の
起
源
の

問
題
に
も
大
き
な
手
が
か
り
が
奥
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
文
書
に

よ
っ
て
、
一

O
世
紀
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
東
部
に
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て


